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JA兵庫中央会のご紹介
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兵庫県農業協同組合中央会
（ＪＡ兵庫中央会）
１．法人としての性格・業務内容
(1) 法人の性格

農業協同組合法に基づき、農業協同組合（ＪＡ）の発展を指導するために、都道府県域に設置されている法人です。公共性の高い法人ですが、農業の発展と組合員の暮らしの安定を目指して活動している民間組織です。

(2) 定款に定めた業務内容

① 組合の組織・事業の運営および経営の指導

② 組合の監査

③ 組合に関する教育および情報の提供

④ 組合の連絡および組合に関する紛争の調停

⑤ 組合に関する調査および研究

⑥ 組合に関する事項について行政庁への建議

※組合とは兵庫県内ＪＡ（農業協同組合）ならびに連合会をいいます。
◆ 本会は、兵庫県内全域を対象に、

① ＪＡの事業・経営・組織面での方針づくり
② ＪＡの個別経営課題に対する経営コンサルタント
③ 日常の業務相談・指導活動
④ ＪＡグループ内外への広報活動
⑤ 県内ＪＡの監査

⑥ ＪＡ役職員の教育研修

⑦ 国・県への農業施策等の要請活動
など、多様な事業に取り組んでおります。

◆ 私たちＪＡ兵庫中央会の役割は、農業の発展と組合員の暮らしの向上を進めているＪＡの諸活動をリードし、様々な面で支援することです。ＪＡを通じて農家・組合員と間接的に接触し、ＪＡのますますの発展に貢献することで、兵庫県の農業・暮らしを支えます。

(3) 設立

1954年８月

(4) 所在地

本　所　〒650-0024　兵庫県神戸市中央区海岸通1番地 兵庫県農業会館 ５階

TEL：078-333-5870(代表) FAX：078-325-2140

教育部　〒673-0521　兵庫県三木市志染町青山7丁目1-4 協同学苑内 協同棟 ２階

TEL：0794-87-0062 FAX：0794-89-8550
(5) 役職員

役員：会長（石田　正）、副会長、専務理事、常務理事、理事、監事の役員体制です。

職員：59名(男子47名、女子12名)
※平成29年２月１日現在 ＪＡ連合会受出向者含む
２．各部署業務内容

　平成29年２月1日現在
	部署名
	事業内容

	総務企画部
	本県ＪＡグループが統一的に活動を展開していくための総合企画、各会共同対策、各会調整をおこないます。本会の庶務・人事ならびに経理事務を行います。

	協同組織部
	都市農業対策や対内・対外広報、協同組合間協同などを行います。

	経営指導部
	ＪＡ経営の体質強化、経営改革の推進ならびに新しい経営情報の提供やＪＡの経営相談を行います。

	営農振興部
	ＪＡが地域農業振興に着実に取り組むことにより、農家の所得向上とともに本県農業が持続的に発展できるよう、ＪＡによる産地づくり、販売力強化、次代の担い手育成の取り組みを支援します。

	地域くらし対策部
	ＪＡの組合員・組合員組織対策やくらしの活動、地域に密着した支店づくりの支援を行います。

	監査部
（ＪＡ全国監査機構
兵庫県監査部）
	ＪＡの監査を実施するとともに、ＪＡ監査機能の充実のため監事監査の支援を行います。

	教育部
	ＪＡ組合員・地域住民の期待に応える人づくりのため、各種教育の実践とＪＡ研修体制の確立支援を行います。


３．ＪＡの取組み

指導事業

組合員の農業経営の改善や生活の向上のために組合員のニーズに沿った研修の機会を提供したり、営農技術や農業経営の指導など、営農をサポートする事業です。
これは個々の農家のためだけではなく、地域の農地を有効に利用するための仕組みづくりなどを通じて、地域社会の活性化に貢献する農業の発展にもつながります。
ＪＡでは、地域農業の担い手に出向く担当者を置いて、個別に要望を聞いたり、相談に乗ったりしています。担い手とＪＡのコミュニケーションを深め、個々の経営、地域の活性化を図っています。
最近は行政と連携して新しく農業を始める人を支援する事業や、農地の貸し手と借り手を結びつけたり、地域農業を支える後継者の育成にも力を入れています。

販売事業

組合員農家の生産物を共同で販売する事業で、より高い農業収入をあげることを目的としています。不安定な農産物価格を安定させ、消費者ニーズを踏まえた計画的な生産、出荷によって市場で有利な販売を実現しようとするのがＪＡの販売事業です。
ＪＡが共同で販売することによって、品質規格がそろい、市場での評価を高めることができるだけでなく、計画的かつ大量に供給することで価格形成に影響力を持ち、輸送費を安くすることができます。
生産物を加工することによって、付加価値を付けたり、規格外品の活用につなげることも含まれます。
また、近年消費者の農畜産物に対する安全指向が強まっています。その声に応えるため、ＪＡグループは一体となって、生産履歴の記帳をはじめとする安全性の確保対策や消費者とのコミュニケーションの促進を通じて、消費者に信頼される安全・安心な国産農畜産物の生産・流通に努めています。

購買事業

購買事業は、販売事業と同じように農業生産に必要な資材（農機具や肥料など）や生活資材を共同購入することによって、品質の良くきちんとしたものを購入できるようにしている事業です。また、資材を生かすためのサポートを併せて行っています。
利用事業

ＪＡは農畜産物を集めて、販売するだけでなく、米の乾燥・調製や貯蔵をする共同利用施設の設置・運営などを行っています。一人一人の農業者が機械を買い、農畜産物の加工をすることは費用や労力がかかるため、共同で利用できる施設を作り、効率的な作業をするためのものです。
また、生活に必要な施設(冠婚葬祭施設、給油施設、図書館等)も設置し、地域のインフラ的機能を担っています。
信用事業

組合員から貯金を受け入れ、これを組合員に貸し付けるという相互金融によって、営農と生活の改善を図る事業です。地域に合わせた金融であり、ＪＡの他の事業とつながることで効率的な貸し付けを行っています。
ＪＡ・ＪＡ信連・農林中央金庫で構成された「ＪＡバンク」が、組合員・利用者により一層の「便利」と「安心」を届けるために一体的に取り組んでいます。
共済事業

共済事業は、組合員が互いに一定の掛け金を拠出し積み立てることで、組合員に事故や災害、病気などがあった場合などに、共済金として支払い、組合員の暮らしを守り合うものです。生命保障と損害保障の機能を併せ持っているのが特徴です。ＪＡとＪＡ共済連が一体となって「ＪＡ共済」のサービスを提供しています。また、交通事故対策活動など社会貢献活動を通じて、地域の皆さんが健康で安心して暮らすことができる地域社会づくりを行っています。
厚生事業

組合員の健康を守るための事業です。病院や診療所を設置し、保健・医療サービスの提供を行っています。病気の予防や早期発見のための健康診断や検診、健康相談や食生活改善指導なども行っています。農村での医療活動の公的性格が認められ、厚生労働省から公的医療機関に指定されています。

高齢者福祉事業

都市部より高齢化が進んでいる農村部。ＪＡは各種の高齢者対策に取り組んできました。配食サービスや生きがい通所サービスなど、市町村行政からの委託事業も増え、高齢者福祉事業の幅は広がっています。高齢者福祉を支えるため、地域に密着した組織としてＪＡが組合員の助け合い活動を進めています。

資産管理事業

ＪＡは組合員の土地利用相談、相続相談を通じて、組合員の資産を保全し、農地を次世代へ継承する資産管理事業を行っています。
資産管理事業では、組合員の相談業務、コンサル業務などの一連の指導業務および、組合員からの委託を受けて農地を宅地などとして供給する宅地等供給事業をはじめ、土地利用としての賃貸施設などの建設、管理受託、相続税納税対策としての土地売買など、ＪＡ事業を通じて行う支援業務を行っています。

旅行事業

農村、農家の旅行需要の増加に対応して始まった事業です。組合員の生活にかかわる旅行や、ＪＡの組織活動を活性化させるための旅行を通し、余暇の充実、営農技術などの見聞を広げることを目的としています。
今後はＪＡグループの強みを生かし、ＪＡとホテル・レストラン施設のマッチングによる農商工連携の促進や都市と農村を結ぶグリーン・ツーリズム、食農教育イベントを実施していきます。
◆採用に関するお問い合わせ先

兵庫県農業協同組合中央会（ＪＡ兵庫中央会）
総務企画部　採用担当

TEL：078-333-5870　FAX：078-325-2140 Ｅメール：jinji_saiyo@ja-hyogo.or.jp

ＨＰ：http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/index.html

	JA綱領－わたしたちJAのめざすもの－
わたしたちＪＡの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則（自主、自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。
そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新をはかります。さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主的で公正な社会の実現に努めます。
このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組織としての社会的役割を誠実に果たします。
わたしたちは、
 一、　地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。 
 一、　環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。
 一、　ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。
 一、　自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。 

 一、　協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。
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